
Pick up

おごせ教育

し
た
情
緒
を
養
う
」
で
す
。

思
い
っ
き
り
体
を
動
か
し
て
、

お
い
し
い
食
事
を
と
り
、
ゆ
っ

く
り
休
む
と
い
う
大
事
な
リ

ズ
ム
を
通
し
て
安
定
し
た
情

緒
を
養
い
ま
す
。

　

町
内
の
道
路
建
設
に
関
す
る
記

念
碑
を
取
り
上
げ
、
町
の
礎
を
築

い
た
先
人
の
偉
業
を
紹
介
し
ま
す
。

　
「
新し
ん
み
ち道
」
の
記
念
碑

　
津
久
根
の
石い
わ
し
み
ず
か
ん
の
ん

清
水
観
音
近
く
の

通
称
「
新
道
」
沿
い
に
、
２
基
の

記
念
碑
が
建
立
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
碑
文
に
は
先
覚
た
ち

の
熱
き
思
い
が
の
こ
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

縣
道
改
修
記
念
碑

　

表
に
題
字
と
碑
文
、
裏
に
は
当

時
の
梅う

め
そ
の園
村
長
・
新
井
清
次
郎
が

記
し
た
寄
付
者
や
寄
付
金
額
、
発

起
者
名
な
ど
が
刻
ま
れ
て
い
ま

す
。
梅
園
村
を
構
成
す
る
７
つ
の

大
字
か
ら
多
く
の
協
力
者
が
出
て

お
り
、
新
道
の
建
設
が
梅
園
村
民

待
望
の
事
業
で
あ
っ
た
こ
と
が
伺

え
ま
す
。（
以
下
碑
文
）「
府
縣
道

秩
父
越
生
線　

梅
園
村
大
字
津
久

根
地
内
字
南み
な
み
な
か中
堀ぼ
り

六
百
四
十
番
地

先
ヨ
リ
字
清し
み
ず水
八
百
八
番
地
先
ヲ

經へ
て　

越
生
町
大
字
黒
岩
三
百
九
番

地
先
ニ
亘わ
た

ル
新
設
敷
地
ハ
延
長
二

百
八
十
間け
ん　

幅ふ
く
い
ん貟
約
三
間
半　

此

面
積
九
百
八
十
坪
ナ
リ　

𦾔
き
ゅ
う

道
ハ

曲
折
急
ニ
シ
テ
危
險
ヲ
感
ス
ル
コ

ト
久
シ　

大
正
十
四
年
十
二
月
有

志
胥あ
い

謀
リ
テ
敷
地
ヲ
買
収
シ
上
地

寄
附
ノ
手
續
ヲ
了
ス　

而し
こ
うシ
テ
該

工
事
ハ
地
元
村
ノ
請
負お

フ
所
ト
爲

リ　

大
正
十
五
年
十
月
工
ヲ
起お
こ

シ

昭
和
元
年
十
二
月
工
ヲ
竣お

ヘ
過
去

ノ
不
便
ヲ
一
掃
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
タ

リ　

仍よ
っ

テ
記
念
ト
シ
テ
茲こ
こ

ニ
本
碑

ヲ
建
ツ
ト
云し
か
い
う爾　

埼
玉
縣
土
木
課

長
正
六
位
勲
六
等
中
村
孫
一
書　

石
工　

大
野
真
市
郎
」

　

舗
装
衟
路
完
成
記
念
碑

　
津
久
根
の
㈲
佐
藤
酒
造
２
代
目

で
、
町
議
会
議
長
も
務
め
た
佐
藤

重
吉
撰
文
の
碑
で
す
。（
以
下
碑

文
）「
大
字
津
久
根
は
古
来
外
秩

父
交
通
上
の
要
衝
に
て
且か

つ

黒
山
自

然
公
園
の
関
門
で
あ
る　

近
時
地

区
産
業
の
勃
興
と
観
光
客
の
往
来

に
交
通
量
頓と
み

に
増
大
し　

旧
来
の

道
路
は
損
耗
甚
し
く
改
修
は
焦
眉

の
急
で
あ
つ
た　

こ
こ
に
於
て
郷

党
相
謀
り
舗
装
化
を
企
図
し
各
方

面
の
助
力
を
得
て　

昭
和
三
十
六

年
十
一
月
先ま

づ
以
て
梵ぼ
ん
て
ん
か
わ
ら

天
川
原
よ

り
工
を
起
し　

昭
和
三
十
九
年
五

月
清
水
に
至
る
全
長
千
百
五
十
米

の
工
程
を
竣お

わ
る　

総
工
費
壱
阡

弐
拾
五
万
円
竣
工
せ
る
舗
装
道
路

は
坦た
ん
た
ん々

砥
の
如
く
正
に
近
代
土
木

の
成
功
で
あ
る　

近
隣
他
郷
挙
げ

て
絶
讃
せ
ざ
る
は
な
い　

茲こ
こ

に
碑

を
建
て
大
字
区
民
協
力
一
致
の
記

念
と
す
る
も
の
で
あ
る　

東
京
オ

リ
ン
ピ
ツ
ク
の
年　

昭
和
三
十
九

年
甲
辰
十
一
月　
佐
藤
重
𠮷
撰
文
」

か
つ
て
の
「
新
道
」
は
「
木
が
覆

い
か
ぶ
さ
っ
た
暗
い
大
き
な
坂
道

で
、
追
い
剥
ぎ
が
出
た
と
の
噂
が

あ
る
非
常
に
怖
い
場
所
」（『
お
ご

せ
の
昔
話
と
伝
説
』）
だ
っ
た
そ

う
で
す
が
、
今
で
は
想
像
が
つ
き

ま
せ
ん
。

　
「
夫め

お
と
い
わ

婦
岩
線
林
道
開か
い
さ
く鑿
記
念
碑
」

　

高こ
う
ぞ
う
じ

蔵
寺
へ
の
入
口
に
、「
開か
い
さ
く鑿

記
念　

昭
和
四
十
三
年
五
月
吉
日

竣
工　

夫
婦
岩
線
林
道　

建
設
委

員
会
」の
石
碑
が
建
っ
て
い
ま
す
。

裏
面
に
よ
れ
ば
、
越
生
町
森
林
組

合
が
企
画
し
総
工
事
費
１
千
万
円

を
か
け
て
、
道
路
延
長
１
．
５
２

０
ｍ
、
幅
員
３
．
６
ｍ
の
道
路
が

開
通
し
た
と
記
録
し
て
い
ま
す
。

山
か
ら
木
材
を
搬
出
す
る
道
と
し

て
整
備
さ
れ
ま
し
た
が
、
現
在
は

ゴ
ル
フ
場
の
敷
地
と
な
り
途
切
れ

て
い
ま
す
。

　

小
川
梅
園
道
改
築
之
碑

　

小
川
梅
園
道
は
、
越
生
梅
林
か

ら
と
き
が
わ
町
大お
お

附つ
き

へ
抜
け
る
道

で
、
石
碑
は
上
谷
農
村
公
園
前
に

建
立
さ
れ
て
い
ま
す
。（
以
下
碑

文
）「
小
川
梅
園
道
は
其
延
長
四

粁
キ
ロ
メ
ー
ト
ルに
及
ぶ　

該
路
線
が
産
業
経

済
の
発
展
竝な
ら
びに
文
化
の
交
流
に
寄

与
す
る
こ
と
甚
大
な
る
も
の
世
人

の
等
し
く
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
る

先
人
は
あ
ら
ゆ
る
困
難
と
悪
條
件

と
を
克
服
し
て
五
十
数
年
前
即
ち

明
治
四
十
四
年
四
月
こ
の
路
線
の

開か
い
は
つ發
に
成
功
し
た　

吾
等
は
わ
れ

ら
の
先
人
が
只ひ
た
す
ら管
滅め
っ
し私
と
奉
仕
の

信
念
に
燃
え
て
成
遂
た
偉
業
に
対

し
其そ
ち
ら方
餘よ
と
く徳
に
浸
る
幸
福
感
を
味

ふ
と
共
に
不
断
の
追
慕
を
捧
げ
る

も
の
で
あ
る　

茲
に
子
孫
後
続
者

等
同
志
相
計
り
記
念
碑
を
建
立
し

て
永
く
偉
大
な
業
績
を
忍
ぶ
よ
す

が
と
し
た
い　

昭
和
三
十
六
年
十

一
月
廿
七
日　

坪
井
伊
助
撰
書
」

題
字
の
揮
毫
は
、
現
と
き
が
わ
町

の
坂
本
保
造
（
号
・
桃
蔭
）
で
す
。

　

※
碑
文
は
原
文
（
旧
字
）
の
ま
ま
、
る

び
は
後
補
。
一
部
を
新
字
に
改
め
、
適
宜

空
白
を
補
っ
た
。

夫婦岩線林道の開鑿記念碑

左：舗装衟路完成記念碑、右：縣道改修記念碑

新道の記念碑２基

小川梅園道改築之碑

　９月１０日、１年生が生活科の学習で
むしとりをしました。あみとかごを持ち
ながら、友達と協力してバッタやコオロ
ギをつかまえました。教室へ戻ってから
は、タブレットパソコンで写真をとり、観
察を楽しみました。

越 生 小 学 校

　９月１６日から保健体育の授業で
「空手」の授業が始まりました。今年
も体育協会の空手道部の皆さんが指
導に来ていただいています。「形」の
練習のなかでタブレットパソコン使っ
て撮影し、自分の動作を確認しなが
ら力強さがでるように学習していま
す。

おごせっ子広場
　町内の小中学校や町の行事等
に参加する子供たちを写真で紹
介するコーナーです。

越 生 中 学 校

　１０月５日、縦割り班でサツマイモ
の収穫を行いました。５月に植えたサ
ツマイモの苗が大きく育ち、残暑が厳
しい青空の下で土を掘りました。今年
は、たくさんのサツマイモを収穫する
ことができ、大きなものや変わった形
のものが掘れると児童から歓声が上
がりました。

梅 園 小 学 校

ズームイン教育288

山吹保育園

一日が楽しいと思える
　　　保育園を目指して

　
「
お
は
よ
う
！
」
保
育
園
の

朝
は
、
元
気
な
挨
拶
か
ら
始
ま

り
ま
す
。
山
吹
保
育
園
は
一
日

が
楽
し
い
と
思
え
る
保
育
園

を
目
指
し
、
三
つ
の
柱
を
立
て

て
い
ま
す
。

　
一
つ
目
の
柱
は
「
自
主
的
・

主
体
的
・
創
造
的
に
生
活
す

る
」
で
す
。
大
人
は
過
干
渉
を

避
け
、
自
分
た
ち
で
考
え
、
決

定
出
来
る
よ
う
援
助
し
ま
す
。

　
二
つ
目
の
柱
は
「
異
年
齢
で

の
つ
な
が
り
を
通
し
思
い
や

る
力
を
育
む
」
で
す
。
大
き
い

お
友
達
は
進
ん
で
小
さ
い
子

の
面
倒
を
見
て
、
小
さ
い
子
は

大
き
い
お
友
達
か
ら
必
要
な

こ
と
を
自
然
と
学
び
ま
す
。

　

三
つ
目
の
柱
は
「
健
康
的

な
生
活
リ
ズ
ム
の
中
で
安
定
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